
『日葡辞書』と『和英語林集成』に於ける

音象徴語

平

１　はじめに

　日本語は，擬音語 ・擬態語の豊富な言語であると言われている。長い文章で説明しな

くても ，リズムのある簡潔な表現で，生き生きとリアルに描写できること ，また，比較

的簡単に造語できることから，益々増えていく傾向にあると思われる 。

　擬音語 ・擬態語について時代をさかのぼって調査するにあたり ，過去の一時代に於け

るその正確な形態及び実態を総合的に知ることのできる最初の文献は，援音 ・促音 ・櫛

音・ 長音 ・濁音等を明確に記したキリシタン資料であろう 。［日葡辞書』（１６０３年出版 ，

１６０４年補遺の部）の中の擬音語 ・擬態語とその関連語については，今泉忠義氏が『日葡

辞書の研究語彙』（昭和４３〔１９６８〕年，桜楓社）のＰ．６４０～６６０にすべて挙げておられる 。

また，上代から現代までの擬音語 ・擬態語の形態の歴史的概観は鈴木〔森田〕雅子

氏（「語音結合の型より見た擬音語　擬容語　その歴史的推移について一」昭和２８
¢

〔１９５３〕年，『國語と國文學』３０－１）によっ てなさており ，室町期のものについては ，

『日葡辞書』にでている型はすべて含めたうえで，キリシタン資料や抄物等を中心に当

時の代表的な型について何種ぐらいあるかを調べておられる 。

　本稿では，『日葡辞書』の中の擬音語 ・擬態語（和語のみ）について，更に詳しく形

態別に分類し，『和英語林集成』（第３版，１８８６年）及び現代語とも比較し，考察を加え

たいと思う 。
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　　　　　　　　　　　　２　擬音語 ・擬態語の認定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
　本稿では，それ自体，またはｒと」を伴 って，状態の副詞として用いられるものを擬　 八

音語 ・擬態語として扱うつもりである。『日葡辞書』については，前述のように今泉氏

が調べておられるが，その中には，擬音語 ・擬態語として認めるべきかどうか判断の難

しい〔擬？〕の付された語や，動詞性接尾辞「一めかす ・めく ・つく ・やく」等のつい

た派生語も含まれているので，先ず，いかなる語をそれと認定するか，すなわち，一般
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語との境界線をどこに引くか，本稿に於ける基準を示そうと思う 。

　２－１　名詞の重複形

　名詞の畳語形式のもので問題となるのは，それが副詞性をもつ場合である。［日葡辞

書』に次のような名詞の畳語がある 。
　

　　Ｘｉｍ．シル（汁）中に何か食物の入っている日本のスープ ．

　　Ｘ１ｍｘｌｍｔｏ シルシルト（しるしると）副詞　飯なと物が柔らかなさま

　丁邦訳日葡辞書』では，概して，擬音語は「…音の形容」，擬態語は「…するさま ．」

と訳し分けられているようであるが，原本ではいずれも「Ｍｏｄｏ　ｄｅ…」（…のさま）で

ある 。

　　Ｙａｍｉ．ヤミ（闇）暗黒，くらやみ ．

　　Ｙａｍ１ｙａｍｌｔｏ ヤミヤミト（闇々と）副詞　くらがりで　Ｔまた，理由も聞かず，何

　　一つ認めもしないで例，Ｙａｍ１ｙａｍ１ｔｏ杭ｇｕ，１，ｃｏｒｏｓｕ（闇々と討つ，または，殺

　　す）上のようにして殺す ．

これらの名詞の畳語は，重複形という形態と副詞という機能の両面に於いて，擬態語と

同じであり ，「汁」の畳語「しるしる（と）」に比べると，「闇」の畳語「やみやみ

（と）」（理由も聞かず，何一つ認めもしないで）は，もとの名詞とは意味的にかなりの

違いがあり ，擬態語として扱うことも可能かもしれないが，本稿では原則として，他の

品詞の語をもとに形成されたと考えられる畳語形式のものは，擬音語 ・擬態語としない

ことにする。但し，語源をとこまで認めるかによって左右されることは否めない 。

　２－２　形容詞語幹の重複形

　形容詞の語幹を重複させてできた「あらあらと」「あさあさと」及びそれらと語根を

一にする語に次のようなものがある 。

　　Ａｒａｉ．アライ（粗い）あらい（もの），あるいは，よく硬けていない（もの） ．

　　Ａｒａｉ．アライ（荒い）狂暴な，檸猛な，残忍な ，・

　　Ａｒａａｒａｔ似アラアラト（あらあらと）副詞．戸を激しく ，また，あわただしく叩く

　　さま　ＴＡｒａａｒａｔｏｑｌｚａｍｕ（あらあらと刻む）物を大まかな断片に切る

　　Ａｓａｉ．アサイ（あさい）底が深くなくて，浅い（もの） ．

　　↑Ａｓａ１ アサイ（浅い）Ｔまた，軽微な（もの），または，価値が低い（もの）

　　Ａｓａｍａｍアサマニ（浅まに）副詞軽くさっと，または，けなして

　　↑Ａｓｓｍｔｏア ソサリト（あつさりと）副詞軽く ，また，てきぱきと

　「あらあらと」は，他の擬態語と同様に「　さま」ではあるが，同　語幹の形容詞

「粗い，荒い」が存在するので擬態語としない。「あさあさと」も同　語幹の形容詞「浅



い」があるので擬態語としないが，意味的には，「あらあらと」と「粗く ，荒く」が同

様であるのに対して，「あさあさと」と「浅く」では違っている。「浅く」では表現しき

れない「軽く ，てきぱきと」の意を「あさあさと」が担い，それが副詞的な用法に限定

されるため，状態の副詞である擬音語 ・擬態語の形態からの類推により「あ っさりと」

が生まれたのではないだろうか 。

　２－３　「ＡンＢリ ，Ａ ツＢリ」の形の語

　「二拍語根十り」の形の第一拍と第二拍の問に援音 ・促音の挿入された「ＡンＢリ ，

ＡツＢリ」形式の語は，現代語でも「あんぐり ，がっかり ，…」のようによく使われる

が， 『日葡辞書』の中にもいくつか気になる語が含まれている 。

　　Ｍｍｚｕｒｌｔｏミンスリト（みんずりと）例 ，Ｍｉｎｚｕｒ１ｔｏｘ１ｔａａｇ１ｕａ１ （みんずりとした味

　　はひ）軽くてあ っさりした，食物なとの味　丁比瞼　Ｍｍｚｕｒ１ｔｏ　ｘ１ｔａ丘ｔｏ（みんずり

　　とした人）素直で無邪気な人 ．

　　↑Ｎｉｃｃ皿ｉｔｏ一ニッ クリト（につくりと）副詞．例，Ｎｉｃｃｕｒｉｔｏｍｏｎｏｕｏｙ血（につくりと

　　物を言ふ）人の気にさわるように話をする

　「みんずりと」は「水」を語源として，「にっくりと」は，「憎い」を語源として

「Ｎｉｃｃｏｄｔｏ
．ニッコリト（につこりと）」からの類推によっ て成立したのではないかとも

私には思われるが，これらの語は，擬態語として扱うことにする 。

　２－４　動詞の重複形

　動詞の畳語形式のもので問題となるのは ，「Ｉｑｉｉｑｉｔｏ．イキイキト（生き生きと）」

「Ｖｏｍｅｖｏｍｅｔｏ．ヲメヲメト（臆め臆めと）」「Ｖｏｚｚｕｖｏｚｚｕ．ヲヅヲヅ（怖づ怖づ）」等，副

詞として用いられ，「いかにも～としたようすだ」「ほんとうに～する感じだ」という意

味を表すものである。現代では元の語との結び付きが意識されなくなり ，アクセントが

頭高型で漢字表記されなくなっ た語も含まれており ，これらは擬態語として扱うことも

可能であるが，当時のアクセント等明らかではないので，名詞や形容詞語幹の重複形の

場合と同様に擬態語として扱わない 。

　２－５　一般の副詞と区別の難しい語

　一般の副詞と擬音語 ・擬態語との区別のつけにくい語がいくつか存在する 。

　　Ｃｈａｃｕｔｏ．チャクト（ちやくと）副詞．すぐに，または，速やかに

　　Ｃｈａｃｕｃｈａｃｕ チャクチャク（ちやくちやく）副詞　急いで

　　Ｃｈａｃｕｒｌｔｏ チャクリト（ちやくりと）副詞　速やかに

　「ちゃく」は漢語かもしれないが，「ちゃくりと」という形もあり ，形態上は擬態語と

区別がつかない 。
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　　茸Ｃｈｌｃｃｈ１ｔｏ チソ チト　（ちつちと）

　　Ｃｈ１ｔｏ チト（ちと）副詞少し

　　↑Ｃｈ１ｔｃｈ１ｔｏ チソ チト（ちつちと）副詞 ・少し，または軽く

　　Ｃｈ１ｔｏｃｈ１ｔｏ チトチト（ちとちと）副詞　ほんの少し

　　Ｃｈｉｔｔｏ．チ ット（ちつと）ほんの少し

　　Ｃｈｌｔｔｏ　ｃｈ１ｔｏ チソトチト（ちつとちと）同上

　「少し」は程度の副詞ではあるが，これらの中には数量的に少ないだけでなく ，軽く

何かの動作をしたり ，少しずつの意である語もあるようで，重複形になっ たり促音が挿

入されたりなど，形態が変わることによって程度の副詞から状態の副詞になるのか，更

に実際の用例にあた って検討する必要があるので，本稿では擬音語 ・擬態語に含めない

で措いておく 。

　また，一般の副詞と擬音語 ・擬態語としての用法の二つを兼ねている語もある 。

　　↑Ｆｉ６ｆｕｔｔｏ．ヒャウフット（ひやうふつと）副詞．いつも，普通に．Ｔまた，矢が目標

　　にあたる時に立てる音の形容 ．

　　Ｆ１ｘ１ｔｏヒシト（ひしと）副詞全く ，す っかり ，または，わさと，効果的

　　に ．ＴＦｉｘｉｔｏ 洩ｕ．（ひしと打つ）激しく殴りつける，または，釘などを打ち込む
．可

　　また，大勢の人々が座敷（Ｚａｘ１ｑｕ１）にきっしり詰めているさま

　「ひゃうふっと」には，「いつも，普通に」の意の一般の副詞としての用法と ，「矢が

目標にあたる時に立てる音の形容」という擬音語としての用法の二つがあり ，「ひしと」

にも ，「全く ，すっかり ，わざと，効果的に」の意の一般の副詞としての用法と ，「大勢

の人々が座敷にぎっしり詰めているさま」という擬態語としての用法の二つがある。こ

れらは，同一形態の別語（二語）と考えて，一般の副詞として一例，擬音語 ・擬態語と

して一例とすべきかもしれないが，本稿では，ｒひしと」もｒひゃうふっと」もそれぞ

れ語として扱う 。従って，統一するために，他資料で，同一形態の語で複数の見出し

が立てられている場合には一語として数えることにする 。

　２－６　感動詞

　擬音語は外界の音を模倣した言葉であると言えるが，更に，単なる音（無生物の音）

を表した擬音語と ，生物の声を表した擬声語とに分けることができる。一般に，感動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は感情の直接の表現として叫ぴ声に近いものであると言われているが，擬声語の中でも

人問の声を表したものと明確に区別され得るのであろうか。［日葡辞書』の中で人間の

声に関連した擬声語 ・擬態語には次のようなものがある 。

　　Ｃａｒａｃａｍカラカラ（からから）副詞 ・大笑いするさま



　　Ｃａｒａｃａｒａｔｏ カラカラト（からからと）同上

　　Ｘ１ｃｕｘ１ｃｕ シクンク（しくしく）副詞例，Ｘｌｃｕｘ１ｃｕｔｏｎａｑｕ（しくしくと泣く）か

　　すかな声で静かに泣く

　　・・位・ド ット（どつと）副詞・大勢の者が一緒に笑ったり ，叫んだりするさま．　易
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辞　　ＤｏｐＰｉｔｏ．ド ッピト（どつぴと）副詞．大騒ぎするさま ．　　　　　　　　　　　　　　書

　　Ｒｉｍｉｎ一リンリン（りんりん）例 ，Ｒｉｎｒｉｎｔｏｘｉｔｅ．（りんりんとして）物が生き生きと　と

　　しているさま ．叩また，声または楽器などが鳴りひびく形容．　　　　　　　　　　和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語　　Ｖａｔｔｏ・ワ ット（わつと）泣いたり ・わめいたりする人の声・例，Ｖａｔｔｏ　ｎａｑｉ　ｓａｑｅｂ吐　林

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集
　　（わつと泣き叫ぶ）声高に泣き ，わめき声を上げる一　　　　　　　　　　　　　　盛

　　Ｖａｐｐａｔｏ．ワ ッパト（わつぱと）副詞．大声でわめいたり ，やかましい音を立てたり　 に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於
　　などするさま ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音　　Ｖａｙａｕａｙａｔｏ・ワヤワヤト（わやわやと）副詞・大騒ぎするさま ，または，騒音を立　 象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徴
　　てるさま．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語

いずれも ，笑い声，泣き声，叫び声等を表すというよりも ，笑ったり ，泣いたり ，叫ん

だりしている様子や状態を象徴的に音声で表しており ，擬態語であると考えられる。人

問の声を表すものは全て感動詞が担っているとすれば，『日葡辞書』には擬声語はない

ことになる。また，感動詞も「ＩＺａ１Ｚａ イサイザ（いさいさ）さあさあ　では，さあ」

「↑Ｙａｒｅ．１，Ｙａｒｅｙａｒｅ，＆ ｃ． ヤレ．または，ヤレヤレ，など…Ｔまた，喜ぶ人，又は，悲

しむ人の発する感動詞．…」等畳語形式をとっ たり ，擬音語 ・擬態語の語基に接尾辞

「一めく」が付いて派生語を作るのと同様に，一拍の感動詞にも「うめく」「わめく」

「おめく」のように「一めく」が付いたり ，擬音語 ・擬態語と明確には区別できない部
　　　　　　　　　　　　　　　　　
分もあるが，一般に感動詞に属するものは，考察の対象にしないことにする 。

３　擬音語 ・擬態語の形態

　以上のような基準で『日葡辞書』の擬音語 ・擬態語を認定し，それと同時に『和英語

林集成』の用例をも合わせて形態別に分類し，用例数及びパーセンテージを集計すると

次表のようになる。更に，参考のために，現代語の用例を収録した『擬音語 ・擬態語の　 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
読本』（日向茂男監修，尚学図書編集，平成３〔１９９１〕年．小学館）についても示してお　 四

くが，この書は前二書とは性質が違っており ，擬音語 ・擬態語ばかりを集めたものであ

るので，音声模写に近い語，すなわち辞書が見出し語として載せない語をも含んでおり ，

『日葡辞書』や『和英語林集成』と同レベルで比較することはできないのであるが，索

引等活用できるので用いた 。
　　　＠



〔表１〕擬音語 ・擬態語の形態
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抽 形　　態 『日葡辞書」 ［和英語林集成」
丁擬音語 ・

擬態語の読本」

１ Ａ
１（例）１ Ｏ． ４（％） ２（例）１ ０． ５（％） ０（例）１

Ｏ（％

２ Ａン ４ １． ５ ５ １． １ １２ １．４

Ａツ １３ ４． ７ ２４ ５． ５ ２９ ３． ５

Ａ一 ５ １．８ ５ １． １ ２ ０． ２

ＡＡ ２ Ｏ． ７ Ｏ Ｏ ２ Ｏ． ２

ＡＡ
’

０ ０ １ ０． ２ Ｏ Ｏ

ＡＢ １６ ５．８ １９ ４．４ ５ ０． ６

３ ＡンＡ ３ １． １ １ Ｏ． ２ ０ ０

ＡンＢ ３ １． １ １ ０． ２ ０ ０

Ａツ Ａ
一　一一一　一一■　‘

　　’Ａツ Ａ

　４中…２２

１． ６

　５Ｔｌｌ１　３

１． ０

ＡツＢ

　’ＡＡ口 １ ０．４ ０ Ｏ ０ Ｏ

ＡＡン １ Ｏ．４ ０ Ｏ ４ Ｏ． ５

ＡＡ ツ １ ０．４ Ｏ ０ Ｏ Ｏ

ＡＢツ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ８１ ９． ７

ＡＢリ ５ １０ １７

一　　．・・　一．一　一一一　一一一　　一一一　　一一一　■１１　■一■　一一一　一．一　　一一一　■一■ ’　‘一・　一　　一
一一一一一一一； 一一一一一一一１ 一■　　．　一　　’　　．　・

（Ａラリ） １４ １５ ８

一　　一・‘　　一■一　　‘‘・　　ｉ．一　一・一　一一一　　一一一　　・．■　　．・一　　一　　一一　一一一　　一一一 一　・ｉ・　’　　‘ ‘　．　一　一　一　　一　一 一　一・　　一　・一

（Ａリリ） １
２８１ １０ ．２ ０

３６１ ８． ３ ０ ３． ７

．　一一一　■一ｉ　　一．１　‘．・　　一一．　一一・　　一一一　１－ｉ　－１一　・・‘　　・一・　一一一 ■　一　　■．　・・ ・　　’一　・・一　一 ｉ　・　　‘‘　・　　・ ．　　一一　一　　一一　・ 一　一■　　一　１・ ．一　　・　．一一　一

（Ａルリ） ３ ４ ４

ｉ一・・．一一　　一一■一■一　　一一‘…　　　　　一．一　　一一一　　一一一一１一　　■‘一・・一 ・　一一　　一　一　　・ １　　一　　■　・　　一．　一 一一・　一．　　一　一

（Ａロリ） ５ ７ ２

ＡＢ口 １ Ｏ．４ Ｏ ０ ０ Ｏ

ＡＢン １ ２ ２８

一　　一一．　　一一一一一１　　１一■　　■・一　　一一．一一一　　一一一　　一‘一　　’’・一一一　　一一一 ・　・…　　　　　　　　一 一　　■一　・… 一　一一一　一・ ・一．　．　　一一　一

（Ａラン） Ｏ ０．４ Ｏ
２１ Ｏ． ５ １

マ１
３． ９

■　　一一一　　．一一　　一一一　　一１一．・’　　一・一　　一．一　　一一１　　１■一　　・．一一一一　　一■ｉ 一　．一一　一． ｉ　１　　・‘　．． 一　　一．　一　　一一　・ 一一　　’　‘一一　　一

（Ａリン） ０ ０ １

．．一一．一．一■一一．一．一・・一一一一一一一一・．‘一一．一一一■‘・ ・　．一一　一一
一一一一一一一１ 一　・　　・．　．　　一 一　　一‘　一．　　・　一 一　　…　　　　　一‘ 一一．　・・一　一

（Ａロン） Ｏ Ｏ ３

ＡＢＢ Ｏ Ｏ ０ Ｏ ３ ０．４

Ａ一ン ０ Ｏ Ｏ Ｏ ６ ０． ７

Ａ一ツ ０ ０ Ｏ ０ １１ １． ３

４ ＡＢＡＢ
６１ １３４ ２５６

一　　．一一　　一一１　　■…　　　　　．一　　一一一一一一一．’　　．一一　　一一一一１一　　一’一　　一■一 ‘　■　　一一　一　　一
一一Ｉ’一．一・ 一　一　　一一　一　　‘ ‘　一　　一一　一一 一一‘　一一一　一

（ＡンＡン） ５ ８ ３６

一　　．一一　　一一一一・・．一一　　一一一一一‘　　■・一　　一一一　　■一一　　一一１　　．・．　　一一一 ‘　．・．　一　　一 ■ｉ．　一　　一．　一 一　一　　１一　’　　・ 一一一　■　　一一　． 一　一　　一一　■・ ・一　　．　一一　　■　’

（Ａ ツＡ ツ） Ｏ ０ １１

一．１一‘ｉ‘・一．一・一一■．．・■一一一１一‘一’一一一一一一一‘．一 一　一　　一一　ｉ・ 一一一一■一
」 ．’’．一一一． 一　一一　　一　一’ ．　　．　　一　一■　　・　’



１１’’‘’一 一一一一一一一 一一一一■‘ 「

（Ａ－Ａ一） １ ９ ３５

汀。。 ．。（ＡラＡラ） １８ １１４１ ４１ ．５ ２６ ３１ ５０ ．８

一一一一一一一１
一一一一一一→

（ＡリＡリ） １２ ９ ２２

一一一一一一一１ 一一一一一一一１

（ＡルＡル） ４ ６ ９
一一一一一一一１

（ＡレＡレ） ０ ０ １
一一一一一一一１ 一一一一一一一１

（Ａ口Ａ口） １０ ２０ ２４

一一一一一一一１ 一一一一一一一：

　　　’ＡＢＡＢ ３ ４ ０

ＡンＡリ １ ０． ４ Ｏ ０ ０ ０

ＡンＢリ ４ １． ５ １３ ３． ０ ２０ ２． ４

ＡツＢラ Ｏ Ｏ ２ ０． ５ ３ ０． ４

ＡツＢリ １５ ５． ５ ６９　　１５ ．６ ７５ ９． Ｏ

ＡツＢン ０ ０ １ ０． ２ １ ０． １

ＡＢリン ０ ０ Ｏ

一　’　　一　　一　・一　　一　１一一　一一一　一　　一　　１　一’　　‘　・’　　’　一　　一一　一一一　一一一　一一　　１　　１’　　・

…７
一　一　一　　　一　■　‘

（Ａラリン） １ ０． ７ ０ ０１０ ０
…、 Ｏ． １

‘　■’’　　…　　　　　一一一　　一一■　■一■　一‘’　’’’　　．一・　一一一　　■■一　一■一　１’’
一一一一一一： 一一一一一一： 一一一一一一一１

（Ａリリン） １ ０ ０
・　一　　一　　一　一　　一　　一　一一一　■一一　一一１　　’‘　　’　．１一　一一一　一　　一一　■一　　一　一１　１　　’・　　’ 一一一一一一： 一一一一一一一１

（Ａロリン） Ｏ Ｏ １

Ａ－Ｂ一 １ ０． ４ ０ Ｏ ０ ０

Ａ－Ｂツ １ Ｏ．４ ０ ０ ０ ０

ＡＢＣＤ
０． ４ ∴ド…Ｏ

．５

ぷ！１３
１． ６

一　■１　　１　‘．一　一一一　一一一　一一　　■　一■　　■　’　　．　　１　１■・　■一一　一一一　■■　　１　一　　’　　一

（ＡＢＣン）

ＡＢＣＢ １ １３ １５

‘　．一一　一一一　一一一　一■　　‘　・．　　一　■　　一　　■　一一一　一’一　　・．　　一　一一一　一■　　一　■一一

…、 ．１
（ＡラＣラ） Ｏ Ｏ． ４ ４ １

１８１ ２． ２

一　一１　　一　一一　　■　■一一　’‘　　’　．一　　一　一■　　一　一一■　■・　　‘　’一１　一一　　■　■一　　■　　■１　　’

（Ａ口Ｃ口） ０ Ｏ １

・　　一一一一一■　　■■’・一一　　一一■　　■一■　　’‘一　　一・１　一一一一一１　　１’．　　・‘一
一一一一一一一１

（ＡンＣン） Ｏ １ １

ＡＢンＣ ０ ０ １ Ｏ． ２ １ ０． １

ＡＡＢＣ ０ Ｏ １ Ｏ． ２ ０ ０

ＡＡ一ツ ０ ０ ０ ０ １ ０． １

ＡＢ一ツ ０ Ｏ ０ Ｏ １ ０． １

ＡＢ一ン ０ Ｏ ０ ０ １ ０． １

ＡＢＢン ０ Ｏ ０ Ｏ １ ０． １

ＡＢＢＢ ０ Ｏ ０ Ｏ ２ ０． ２

ＡＡＡＡ ０ Ｏ Ｏ ０ ２ ０． ２

５ ＡＢリＣン（ＡロリＣン） ０ ０ １ Ｏ． ２ ０ ０

ＡンＢＣリ ０ ０ ０ Ｏ １ Ｏ． １

Ａツ ＡツＡ ０ ０ ０ ０ １ ０． １
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その他 １ Ｏ．４ ０ ０ ０ ０

６ ＡＢンＡＢン ０ ０ １ ０． ２ １４ １． ７

Ａ－ＢＡ－Ｂ ０ ０ Ｏ ０ ０ ０

ＡＢ－ＡＢ一 ０ Ｏ Ｏ ０ １ ０． １

ＡツＢＡ ツＢ ２ Ｏ． ７ １ ０． ２ ４ ０． ５

ＡンラＡンラ ０ ０ ０ ０ １ ０． １

　　’　　　　　　　　’

ＡＡ口ＡＡ口 １ Ｏ．４ ０ ０ ０ ０

ＡＢラＡＢラ ０ Ｏ １ ０． ２ ２ Ｏ． ２

ＡＢリＡＢリ １ ５

一‘’’一’
一 一■‘’一’ 一

、…１・．．・一一一’

Ｉ　■　　’■　‘　　１

　　　　　（ＡラリＡラリ）
２０１

．一．一一
一

７． ３ ０． ５ 　７１

・一一一一
一

０． ８

（ＡルリＡルリ） ３ ０

一一一→ 一一Ｉ一■一
」

（ＡロリＡロリ） ２ ０ Ｏ

ＡＢリＣＢリ 　　 １　１０ ．２
一’‘’一・．一一・．一一 一・一一一１－１一一１一一Ｉ■

（ＡラリＣラリ） ０．４ １ Ｏ． ２

　　０　１０

ｒ，ｒ血
ＡＢリＣＤリ（ＡラリＣルリ） １ ０．４ １ ０． ２ Ｏ Ｏ

ＡンＡラＡン ０ ０ Ｏ ０ １ ０． １

ＡンＡロリン ０ Ｏ Ｏ ０ １ Ｏ． １

ＡツＢラＢン ０ Ｏ Ｏ ０ １ ０． １

ＡツＢラＣン Ｏ Ｏ １ ０． ２ １ ０． １

ＡツＢンＢン Ｏ Ｏ Ｏ ０ １ ０． １

ＡＢＡ ツＡ一 Ｏ ０ ０ ０ １ Ｏ． １

７ ＡンＢンＣＤリ
　　（ＡンＢンＣラリ）

Ｏ ０ １ Ｏ． ２ Ｏ ０

ＡツＢンＣＤリ
　　（Ａ ツＢンＣロリ）

０ ０ Ｏ ０ １ ０． １

ＡＢＡＢＣロロ １ ０．４ Ｏ ０ ０ ０

８ ＡツＢンＡ ツＢン Ｏ Ｏ ０ ０ ３ ０．４

ＡツＢリＡ ツＢリ ０ ０ Ｏ ０ １ Ｏ． １

ＡツＢラＣ ツＢラ ０ Ｏ ０ ０ １ ０． １

ＡンＢリＣ ツＤリ ０ Ｏ Ｏ ０ １ Ｏ． １

合計
２７５ ４３５ ８３６



４－１　拍数

〔表１〕をもとに，それぞれの書に於ける擬音語 ・擬態語を拍数別にみてみる 。

　　　　　　　　嚇脇　　　　　腕。。。腕・．・・

　　『日葡辞書』

『和英語林集成』

『努熱 擬態語

）ノコロ　　）・ｉ！ｏ　　） ’［　　■

』 　拍 　拍 ¢抽 ６拍

１４．５％ ２４．４％ ５０．９％ ９．１

％

０ｏ．５％／ 　０２＠２１Ｃ

集成』 　 　 ＠
Ｏ．三

１２ ．４ １Ｏ ．８ ７４．３

　０２の０２＠

　 　 ＠ ６
０．７

擬態語
６． ２１ ．２ ６７ ．５

　０２＠２１¢

　　　　　　０２

０７

　いずれに於いても４拍のものが一番多く ，『日葡辞書』に比べると，その後のものは

かなり増加しているといえるが，逆に２拍のものは減り ，『擬音語 ・擬態語の読本』で

はごく僅かである。また，『日葡辞書』では６拍語が他に比べていささか多い 。

　４－２　よく用いられる形態

　本稿「３」の表から特徴的な形態のものを抜き出してみる 。

　　　　　　　　『日葡辞書』　　　　『和英語林集成』　　『擬音語 ・擬態語の読本』

ＡＢ

ＡツＢ

ＡＢツ

ＡＢリ

ＡＢン

探錦
　ＡンＢリ

　ＡツＢリ

ＡＢリＡＢリ

、５０．０％ ５０．８％

３．０％

１５．６％

Ｏ．５％

日
葡
辞
書

と

和
英
語
林
一集

成

に

於
け
る

音
象
徴
語

　『日葡辞書』で一番多いのは，「２拍語基の重複形（Ａ　Ｂ　Ａ　Ｂ）」〔例，にこにこ，から

から〕で４１ ．５％，次いでｒ２拍語基十り（ＡＢリ）」〔だらり ，ぱらり〕とｒ２拍語基の　
＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
中問に促音の挿入された形（ＡツＡ，Ａ ツパ，Ａ ツＢ）」〔ぱっぱ，どっぴ〕が共に　○

１０ ．２％となっ ている。そして，「２拍語基十り ，の重複形（Ａ　ＢリＡ　Ｂリ）」〔ひらりひら

り， ぐるりぐるり〕が７ ．３％と続く 。

　丁和英語林集成』でも一番多いのは「２拍語基の重複形」で５０％，「２拍語基十り ，の

中間に促音の挿入された形（Ａ ツＢリ）」〔ばったり ，しっとり〕が１５．６％に増えたのに
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九

対して，丁日葡辞書』で多かった「Ａ　ＢリＡ　Ｂリ」形式の語はほとんどないのが特徴的

である 。

　『擬音語 ・擬態語の読本』でも他と同様に「２拍語基の重複形」が５０．８％と一番多い 。

９．７％ではあるが，二番目に多い「２抽語基十促音（Ａ　Ｂツ）」〔ぎくっ，どきっ〕の形の

語は他の二書にはなかったもので，新しく生まれた形なのか，それとも ，より口頭語的

であ ったために辞書類には載録されなかったという資料性の違いによるものなのか，更

に調べる必要がある 。

　４－３　語頭 ・語末の音節

　語頭，語末の音節について，各音節ごとに用例数を示すと〔表２〕〔表３〕のように

なっ ている 。

　〔表２〕語頭の音節の分布

　　　　　　　『日葡辞書』　　　　　　　　　　　　　　　［和英語林集成』

あ１１ い１１ う ７ え１０ お １ １０ あ１４ い１４ う １４ え１１ お１ ５ ２８

か１９ き１６ く ３ け１２ こ ２ ２５ か１６ き１７ く ９ け１０ こ ８ ３２

くわ１３ くわ１２

さ ８ し１７ す１７ せ１０ そ ５ ２７ さ
１１０ し１１１ す１１６ せ１１ そ１ ８ ４６

た１６ ち１６ つ１３ て１０ と ７ ２４ た１６ ち１７ つ１ ９ て１３ と ７ ３２

とう ２

な１Ｏ に１７ ぬ１３ ね１Ｏ の ０ １０ な１０ に１３ ぬ１ ５ ね１１ の１１１ ２０

は
１１１ ひ１１１ ふ１９ へ１４ ほほう

１１：
４６ は１６ ひ１１５ ふ１１２ へ１３ ほ１１１ ４７

ま １ み１１ む１８ め１４ も ０ １４ ま ５ み１０ む１１４ め１１ も ２ ２２

や１０ ゆ１７ よ ２ ９ や１０ ゆ１ ５ よ ３ ８

ら ０
り１１
る Ｏ れ１Ｏ ろ １ ２ ら１Ｏ り１０ る Ｏ れ１０ ろ１ ０ ０

わ１６ ６ わ１４ ４

１二１； ぎ１１ ぐ１５
げ１０ ご １ １７ が

１１１ ぎ１６ ぐ１１１ げ１１ ご１ ６ ３５

ざ１９ じ１１ ず１２ ぜ１０ ぞ ２ １４ ざ１７ じ１７ ず１１６ ぜ１２ ぞ１ ４ ３６

だ１７ づ１５ で１０ どどう
６１ ２１ だ１２ で１１ ど１１４ １７

ば１７ ぴ１７ ぶ１２ べ１２ ぽ ６ ２４ ば１７ び１８ ぶ１ ５ べ１４ ぽ１１０ ３４

ぱ１４ ぴ１２ ぷ１Ｏ ぺ１０ ぽ ３ ９ ぱ１９ ぴ１６ ぷ１ ２ ぺ１１ ぽ１１５ ３３

きゃ１０ きゅ１０ きょ ０ ０ きゃ１１
きゅ１

０
きょ１

３ ４

しゃ１６ しゅ１０ しょ Ｏ ６ しゃ１４
しゅ１

０
しょ１

２ ６

ちゃ１４ ちゅ１Ｏ ちょ ２ ８ ちゃ１３ ちゅ１
０ ちょ１１Ｏ １３



にゃ１０

ひゃ１Ｏ

ぎや１Ｏ

じや１０

１５３

にゆ１０

ひゅ１０

ぎゆ１０

じゆ１０

１６１

ちゃう１２

ひよ　Ｏ
ひゃう１２

１５７

にゃ１１ にゆ１Ｏ によ１４ ５

ひゃ１Ｏ ひゅ１０ ひょ１６ ６

ぎや１０ ぎゆ１０ ぎよ１１ １

じや１２ じゆ１０ じよ１１ ３

ぴや１０ ぴゆ１Ｏ ぴよ１３ ３

１９０ １７４ １１１８ １１９ １１３４
４３５

〔表３〕語末の音節の分布

　　　　　　ｒ日葡辞書』 ［和英語林集成』

０え１Ｏお

７け１０こ

０せ１０そ

４て１Ｏと

○ね１０の

０へ１Ｏほ

○め１１も

１　　　ゆ
１１８り１８３る

０　　　よ　　４　５

４れ１０ろ１１４１１９

が…０ぎ１ ０げ１０ご…１

１ず１３ぜ１Ｏぞ…２

１づ　　…０で…０ど　…１

ば１２び１ ９べ１０ぼ　１２

ぱ１７ぴ１ １ぺ１０ぽ　１１

しゃ１０ しゅ１０ しょ１０

ちゃ１１ ちゅ１Ｏ ちょ１０

にゃ１０ にゅ１０ によ１０

１６５ １１０７ １２８ 　　　１３８２３９

援音１１３

促音１１５

長音１７

１１０２

援音１１８

促音１２４

長音１１４

０え１０お

１１０け１２こ

２せ１０そ

８て１２と

○ね１１の

○へ１０ほ

０め１３も

　　ゆ
り１１３３る

０　　　よ

６れｌＯろ

４　９

１２０１９２

川デ１０ご…４

３ぜ１０ぞ…１

で１０ど　　１６

４べ…２ぼ　…３

０ぺ１０ぽ１１

しゅ１０ しょ１１

ちゅ１０ ちょ１０

にゆ１０ によ１０

１１６９ １３４ １１０ １６２３７７
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八

［擬音語 ・擬態語の読本』（Ｐ．３０６）によると，同書に収録されている擬音語 ・擬態語



　　の語頭に立つ音節（派生する濁音 ・半濁音を含む）は，多い順に ，

　　　　は行（２９％）一か行（２４％）一さ行（１６％）一た行（１３％）

　　語末の音節（促音 っ， 櫛音の末尾やよも含む）は ，

日
葡　　　　り（１８％）一っ（１６％）一ん（１４％）

辞
書　となっ ているそうである。〔表２〕〔表３〕に基づいて，［日葡辞書』丁和英語林集成』に

と　ついて多い順に挙げると ，次のようになっ ている 。

和　　　　〔語頭〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔語末〕
英
語
林
集
成

に

於
け
る

音
象
徴
語

順位 ［日葡辞割１％
１和英語林集成」１％

順位 ［日葡辞割１％
［和英語林集成１１％

１ は行１２９ ．５ は行　１２８ ．３ １ り　１３０ ．２ り　１３０ ．６

２ た行１１９ ・３ さ行　１２０ ．９ ２ ら１６ ．５ ら　１７ ．６

３ さ行１１７ ・１ か行１１６ ・６ ３ た１５ ．８ つ　１５ ．５

４ か行１１５ ・３ た行１１４ ・３ ４ つ　１５ ．５ ろ　１４ ．６

５ ろ１５ ．１ ん　１４ ．１

６ ん１４ ．７ た　１３ ．９

語順の音節は，ｒ日葡辞書』［和英語林集成』共に，か行音がいささか少ないようではあ

るが，［擬音語 ・擬態語の読本』と同じようである。一方，語末の音節は，「り」が圧倒

的に多く ，３０％ぐらいを占めており ，これに「ら，る，れ，ろ」を加えると ，［日葡辞

書』では４３ ．３％，［和英語林集成」では４４ ．１％が，ら音で終わる語である。辞書である

がゆえに，擬音語 ・擬態語の典型的な形態であるこれらの語が多く収められたのかもし

れない 。

５　結び

　　　『日葡辞書』と［和英語林集成」の擬音語 ・擬態語の形態について調べたが，その認

　　定にあたっ ては，本稿に於ける基準を立てたものの，一般語との境界線上にある語につ

　　いてはどう扱うべきか非常に難しく ，再検討の必要があると思う 。また，辞書の記述の

　　みをもとにしたので，個々の語について，同時代の他の文献によって実際の用法を調べ

　　ていかなければならないであろう 。［日葡辞書』と丁和英語林集成」を比較したことに

里　ついても ，両者の問に２６０年以上の隔たりがあるので，他の資料によっ て， 間の時代の

　　ものについて，今後補っていきたいと考えている 。

注

○　鈴木雅子氏ｒ〈資料１〉擬声語　擬態語　覧」（昭和４８〔１９７３〕年，明治書院。【品詞別日本文

　法講座１０晶詞論の周辺ｊ），「６擬声語　擬音語　擬態語」（昭和５９〔１９８４〕年，明治書院。丁研



究資料日本文法＠ 鰯編裂続鶉 ：畿鶉１）参照 。
　　『擬声語 ・擬態語辞典』（天沼寧編，昭和４９〔１９７４〕年，東京堂出版）参照 。

　　『邦訳日葡辞書』（土井忠生 ・森田武 ・長南実編訳，昭和５５〔１９８０〕年，岩波書店）を使用す

　る 。

＠　『擬声語 ・擬態語辞典』（浅野鶴子編，金田一春彦解説，昭和５３〔１９７８〕年，角川書店）参照 。

　柳田国男氏ｒ国語の将来」（昭和１４〔１９３９〕年，『国語院雑誌』）参昭 。

＠　用例については巻末の索引を利用し，『日葡辞書』に於ける認定の基準との統一をはかるた

　め，ｒうきうき ，おずおず，かすかす，しばしば，しみじみ，ずたずた，すれすれ，なみなみ ，

　のろのろ，ぬけぬけ，ゆるゆる ，ちょっ ぴり ，ぞっこん」の１３語をはずし，合計８３６語によっ

　て調べた 。

¢　Ａ　ＢパＢの語も含める 。
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